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 ｢みんなどうしてるだかナァー。こりゃァ思ったより長くなりそうだじよ｣｢だから｣｢電話

で話はできるようになったけどよォ、やっぱ会いてェよナァー｣｢今度みんなで集まるって

いう話だじょ｣｢まさか？｣｢なんだまァ知らねェだかよ｣｢イェー、オラ知らネェぞ｣｢何だか

そういう話になってるみたいだゾ｣｢ンじゃ、みんな誘ってくべな｣｢だからァー｣ 

 

■みんなの声 

 (1)「三宅島島民連絡会」のご報告 

 三宅島災害東京センターでは、都内他県

に分散して避難生活を送る島民が情報や連

絡を伝えあえるように電話帳作成やＦＡＸ

設置の事業を進めてきました。 

 また、この間、避難先の各地域では地域

の方々の支援と島民の自主的な努力で「島

民会」や「連絡網」が徐々に立ちあがって

きました。何よりも島民同士がお互い声を

掛け合い、助け合ってこの難局を乗り越え

ようということのあらわれです。 

 そうした各地の様子を共有しようとセン

ターの呼びかけで「三宅島島民連絡会」が

開かれています。まだ電話帳もできていな

い10月14日に第1回が開かれました。第1回

は5地区から7名の参加でしたが、29日の2回

目は11地区から24名の参加、11月11日の3回

目には15地区から36名が参加しました。今

までは自分の避難した所の様子しかわから

なかったけれど他の区市町村に避難した人

達の様子がわかってよかったと言う声があ

がっています。また、センターの活動報

告・提案もなされ、その中で遂に全島集会

を行なおうということが全体で確認されま

した。12月3日の三宅島島民ふれあい集会

で皆さんにお会いしましょう。 

 (三宅島社会福祉協議会 桑村 健司) 

 

 (2)ふれあい集会第1回実行委員会報告 

 11月15日セントラルプラザ11階会議室に

て、第1回の実行委員会が開催されました。 

出席者は前回の島民連絡会で名乗りをあげ

てくださった方達7名で、三宅社協から三

谷・桑村・金長が東京センターから坂上が

出席し、集会そのもののイメージから始ま

り、具体的な出し物など内容に関する議論

が活発に繰り広げられました。 

 25、26日の村役場による島民説明会決定

の情報がまだだったためか、皆さんからは
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》》》耳より情報》》》 アルバイト募集 

 西多摩郡瑞穂町にある携帯電話の部品製造の会社でアルバイトを募集しています。期

間は即日～来年の3月20日ころまで。三宅島の方、男女10名を緊急募集。 
 

勤 務 場 所      ：東京都西多摩郡瑞穂町二本木426（ＪＲ八高線箱根ヶ崎徒歩30分） 

勤 務 時 間      ：8:30～17:30（残業2時間程度あり） 

募 集 年 齢      ：18～40歳くらいまで 

問い合わせ先：㈱テクス    電話：042-556-1132（担当：渡邉） 
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日 時 場 所 内 容 連 絡 先 

11月25日(土) 
 11～,14:30～ 

東 京 YMCA カ フ
マンホール 

千代田社協チャリティー映画会｢ホー
ム・スイートホーム｣ 入場無料 

千代田区社会福祉協議会（03-
3262-5844）11/22までに事前予約

11月26日(日) 
 10:00～13:00 

YMCA東陽町セ
ンター 

交流プログラム 三宅島東京支援センター、YMCA
東陽町センター(03-3615-5566) 

12月 5日(火) 
 14:20～ 

よみうりホール ぬいぐるみ人形劇「オズの国は夢の国」
小学校低学年位迄140名入場無料 

銀の鈴幼稚園 五島（ごしま） 
（03-3726-1680） 

 

これからの自分達の生活設計をいかにして

ゆくかの手がかりにするため、｢島の状況と

今後の見通し｣を村から直接聞くことを重点

にとの声が聞かれました。副題“がんばれ

三宅島！笑顔で島に帰る日まで”をコンセ

プトに、島の人達の気持ちや声をつなぎ合

わせるきっかけの会になるように力を合わ

せていきましょうと互いに確認しました。 

（三宅島支援東京センター 坂上幸一郎） 

 

 (3)八丈島でも三宅島会立ち上げ 

【南海タイムス平成12年11月3日号より】 

 10月29日午後、大賀郷公民館にて八丈島

個人ボランティアサークルの9人と農協女性

部の1人から三宅島から避難している方々に

対し、冬物衣料、暖房器具、日用品などが

寄贈された。この後手作り料理でもてなし

｢何か困っていることや、行政への要望はあ

りませんか｣と問いかけた。「やっぱり海と

緑がある島がいい。」とは東京などから八丈

に移った方からの声。 

 食事の後、東京センターから八丈に避難

している28世帯の連絡役になっている横川

智章さんが取り寄せた「三宅島の最近の状

況」ビデオが上映された。「今一番欲しいの

は情報です。こうやって三宅の人が集まる

場所があれば情報交換の場になる。」と横川

さんと寺本宏子さんは「三宅島会」を立ち

上げたいと話していた。 

（情報提供：八丈島社会福祉協議会） 
 
■公共機関からのお知らせより 

 □ 三宅村住民説明会の開催 

 三宅村は、下記のとおりの日程で住民説

明会を開催しますのでお知らせします。 

１．日時等 

 (1) 区 部 平成12年11月25日(土) 

東京都庁第一庁舎5階大会議場 

住所：新宿区西新宿2-8-1 

時間：13:30～16:00 

 (2) 多摩地区 平成12年11月26日(日) 

立川市民会館大ホール(アミューたちかわ) 

住所：立川市錦町3-3-20 

時間：14:00～16:30 

２．次 第 

 (1) 三宅村長挨拶 

 (2) 三宅村議会議長挨拶 

 (3) 説 明 

三宅島の現状報告(ビデオ放映)/講

演｢雄山の火山活動について｣(講

師：宮崎 務 東京都防災専門員)/被

害の現状と今後の対応について/村

役場からの連絡／質疑応答(要望等) 

連絡先：三宅村新宿総合事務所 

電 話：03-5320-7822、7823（直通） 

 [東京都災害対策本部 第218報より] 

 
■センターからのお知らせ 

 「みやけの風」配信に際し、ＦＡＸ設置

先の方々の日頃からご苦労には感謝申し上

げます。さて、センターでは、「みやけの

風」を一人でも多くの島民の方々にできる

だけ早くお届けしたいと考えております。 

 そこで、今後の配信方法の参考にするた

めＦＡＸ設置先の方々には大変お手数をお

掛けいたしますが、それぞれどのように配

布または回覧していただいているかを、セ

ンターまでお知らせいただきたく存じます。   

 ■ イベント情報 


